
江戸時代から明

治、大正、昭和と、

自宅で病に伏せた人

を、医師は往診とい

う形で診察、そして

治療を行っていまし

た。そこで行われる

医療は、医師が１人

で出向き、あるいは

看護師と２人で出向

き診断をして、後刻、

家族に薬を医療機関

に取りに来させるこ

とが多かったと思い

ます。このような時

代の医療は、現在と

比較して必ずしも高

いレベルで薬物治療が行われていたわけでは

なく、主にケア（癒し）を中心とした治療が

行われていたといえます。

当時は、家族主義で病に伏せた人や高齢者

の面倒を、家族全員で見る社会習慣が強かっ

た時代でもあります。このような時代、薬剤

師はむしろ製薬を担う職種と認識され、薬物

治療に関わるのは多くの場合、病院薬剤師に

よる塩酸モルヒネ注射製剤の調整や、膀胱洗

浄液の製剤などの製剤業務が主体であったこ

とを考えると、緩和医療や在宅医療への直接

的な関わりなど、少なかったともいえるでし

ょう。

昭和60年代になり、「医薬分業」の進展を

見るようになりました。そのため、開業医が

往診する求めに応じることから、その処方せ

んを薬局に勤務する薬剤師が応需せざるを得

ず、内服や外用などを調剤する程度に、細々

と業務を行う程度であったと思われます。し

かしながら、そこでは患者と直接向き合って

医薬品の管理や服薬指導に臨む、あるいは薬

物治療の処方設計に深く関わるといったケー

スは、まだみられません。

ところが、この頃から一部の医師

の中には、往診や在宅医療の重要性

を認識し、実践していたようです。

そこに看護師が関わる必要性は見出

されていたものの、薬剤師の必要性

は医療関係者からも患者側からも聞

こえていなかったといえるでしょ

う。そこには、医療機関における入

院治療時にしかできない薬物治療の

限界が存在していたこともあるのか

もしれません。また、病棟における

薬剤師の活動も、ごく一部の大学病

院でしか行われていなかったことも

あり、薬剤師の職能や能力が医療職

種から理解を得られていなかったこ

とも原因かもしれません。

しかし、新しい医薬品が世の中に

出るようになり、入院施設がなけれ

ばできなかったような薬物治療や緩

和医療にめざましい進展を遂げてくると、必

ずしも入院を必要としない薬物治療が行われ

るようになってきました。例えば高カロリー

輸液などは、それまで基本液に数種類のビタ

ミン剤やブドウ糖などをそのつど混注してか

ら使用していましたが、ダブルパッケージや

トリプルパッケージなどが開発され、混注の

必要性が少なくなってきました。また、鼻や

口に管を通して薬剤を服用させるために、薬

剤師が錠剤やカプセルを粉砕したりしていた

ものが、混濁により簡便に効果を落とすこと

なく服用させる方法が開発されました。

さらには、日本薬剤師会が平成９年に「薬

局のグランドデザイン」を発表し、薬局にク

リーンベンチの必要性も提唱していました。

既にこのころから、在宅でも輸液による治療

が少しずつ行われるようになり、院外処方せ

んによる調剤は、外来の患者さんの調剤だけ

ではなく、在宅で治療している患者さんの調

剤や服薬指導が求められ始めていただけでは

なく、輸液調剤を求められていたことがうか

がえます。
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時代の変遷受け在宅進出 

今回から３回に分けて、薬剤師が緩和医療・在宅医療に今までどのように関わってき

たのか、また現在はどのようにして仕事をしているのか、そしてこれから薬剤師は、こ

のような分野にどのように関与しようとしているのかを、連載することになりました。

薬学生の皆さんが、薬学を履修する中で思い描く理想と現実には、乖離するところも

あれば、想像以上に進展しているところがあるのも事実です。現在、医療費を削減する

ため、また多様な療養生活を求める国民のニーズが、在宅医療を推し進め、緩和医療を

進めています。そのニーズに応えようと、医師も看護師も医療の最前線で努力していま

す。在宅で行われる医療が、決して病棟で行われる医療と遜色があるのではありません。

在宅や緩和で行われる医療に薬物は関与していないでしょうか？　多くの場合、医薬

品は使用されています。だからこそ、医師や看護師から薬剤師への熱い要望はやむこと

がないのです。この緩和医療や在宅医療の分野こそ、薬学生の皆さんが思い描く世界と、乖離す

るところと期待されている部分が入り交じった、そして薬剤師としてやりがいのある、達成感の

ある分野でもあります。

この期待される部分と希望との乖離する部分を、海外の事例を紹介しつつ紹介してみたいと思

います。

―
過
―
過
去
・
去
・
現
在
・
在
・
未
来
―

未
来
― 

―
過
去
・
現
在
・
未
来
― 

▽
１ 

医
・
薬
物
治
療
の
進
歩
が
後
押
し


